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前号で御紹介いたしました、峡南地域異校種連携セミナーで、山梨大学

大学院教育学研究科教授の川村協平氏が「子どもをはぐくむ自然体験活動」

と題し、次のように御講演をされました。 
幸せになるヒントは自然界にあり、幸せになる力をもつことが大事であ

る。幸せになる力とは、①ストレスに強くなる力、②大事なものに気付く

力である。この力をつけるためには、自然界の力を利用することが必要で

ある。大事なものとは、生きていくために必要なもの、なくてはならない

ものである。アラスカのエスキモーは、家族・自然・家畜など、大事なものさえあれば十分と思ってい

る。大事なものがはっきりとわかっているため、それらを大事にしようとする。また、ちょっとしたこ

とでもうれしいと感じる。これが自然界の力である。こういう生き方をしている人がたくさんいること

を子どもたちに伝えるべきである。現代社会、どんなにものが溢れていても幸せにはなれないし、もの

がありすぎて本当に大事なものに気付くこともできない。小さい頃から大事なものに目を向けさせ、ち

ょっとしたことでも喜びを感じることのできる心を育てていきたい。大事なものは、１００年先でも変

わらない。大事なものの基本は、①人間は動物であること（動いてはじめて食べ物が手に入る）、②動

物と植物は共存していること（酸素と二酸化炭素は共存し互いに成り立つ）、③物質は土に帰ること（死

んだら土になりそのエネルギーになる）、④人間は自律神経に支配されていること（活動しようとする

交感神経・体を休めようとする副交感神経、人間の意志ではコントロールできないもの）、⑤親の我が

子への思い、である。人間は、変わらないものをベースに生活している。また、自然の仕組みを大事に

している。変化の大きい社会では、何が大事なのか見えにくくなり、心身の混乱を生じている。子ども

にとって大事なことは、①自分で決めること・自分で答えを出すこと、②自分で大事なものに気付くこ

と、である。「不便なことでもおもしろい」「大変でも頑張ったらできた」「腹が減って仕方ない」「寒い

時も暑い時もがまんできる」「お家はいいな･家族はいいな」「友達に優しくすると気持ちがいい」「自分

で新しいことができるようになる」などの感覚を、子どもたちが感じてほしい。これらの感覚は、自然

の中での活動によって体験することができる。この体験を通して、自分で決定していくことや大事なこ

とに気付く力も育てることができる。 

学生に「現代社会で多すぎるもの・少なすぎるものは何か」という調査をした。その結果、多すぎる

ものは、①情報、②ごみ、③食べ物・・・、少なすぎるものは、①人間関係、②自然、③運動・・・、

であった。多すぎるもの、少なすぎるもの、程よいところを探っていくことが大切である。どちらかに

偏っていると、心の自然・体の自然のバランスが崩れてしまう。人間が筋力だけで自然を開発し変化を

与えているうちは、自然とのバランスが保たれていた。 

野外活動に期待される効果とは、困難なことに耐える力・自主性・協調性・自立性・社会性・創造性・

向上心・生き抜くための力、などを得られることである。野外活動を通して、外界に身をおくことが多

くなればなるほど、その可能性は高くなる。子どもが木登りなど、やってみたい（要求）から、やって

みよう（決心）となるには何が必要であるか。危険だからやめさせるのではなく、危険だけれどやって

ごらんと促すことである。「やってみたら木に登れた」これはストレスを打ち破り人間として強くなれ

たという証しであり、その成功体験を多く積ませることが大事である。成功体験を多く重ねた子どもは、

次の課題が来た時、課題解決の応用の幅や能力が備わっている。困難なことは、今まで身に付いた力を

使ってやれば大丈夫と思うだろうし、例えうまくいかなくても、必ずしも悪くはないと考え対策を練っ

てまた頑張ろうとする。「問題解決力のある子どもはどんな子か＝問題解決力特性」の調査によると、

小さい頃に基礎的な体験をたくさんした子どもほど課題解決力が高いことがわかった。問題を解決する

力、難しい課題を解決するために体験を重ねることが必要である。 【講演内容一部抜粋】 

平成26 年度 峡南地区異校種連携セミナー ＮＯ．２ 

 

http://www.pref.yamanashi.jp/kyoiku-mk/index.html


- 2 - 
 

早川町食生活改善推進員会 

会 長 辻美江子 様（右→） 

副会長 近藤節子 様（←左） 

早川町 町長 

辻 一幸 様 

      
１ 平成２６年度 早川町食生活改善推進員会「健康料理発表会」 
 １０月２１日（火）、早川町食生活改善推進員会主催の「健康料理発表会」 

が、早川町長をはじめ、峡南保健福祉事務所、町福祉保健課、

町食生活改善推進員の方々、約３０名が参加し早川町保健 

センターで開催されました。この「健康料理発表会」は、 

毎年、農産物等の収穫を迎えるこの時期に開催されています。早川町の新鮮な食材を使用

し、町食生活改善推進員さんが独自に考案した、安全で安心な創作料理の発表会です。「健

康料理発表会」のテーマは「地産地消」。１１名の町食生活改善推進員さんが、合計１６

品の創作料理を出品しました。「健康料理発表会」では、冒頭、会長・来賓挨拶がありま

した。続いて各自出品料理の作品名・材料・分量・作り方・制作時間・特徴等の説明があ

り、試食が行われました。どの作品もすばらしい出来栄えで、美味しく健康的な料理に、

皆さん舌鼓を打っていました。辻美江子会長は「この健康料理発表会を通じて、食育・

健康増進・食改の発展を推進していきたい」とお話しされました。 

２ 「健康料理発表会」の作品 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

作品説明 

試 食 

平成２７年度山梨ことぶき勧学院生徒募集のお知らせ（峡南教室） 
高齢者の新しい絆の創造と、地域の活性化に貢献できる人材育成を目指します。 

１ ことぶき勧学院とは 

    高齢者の皆さんの生きがいづくりを進め、地域に貢献できる人材を育成するための学習機関

で、県下に６教室あります。学習を通して、新たな発展、学ぶ喜びが生まれます。 

２ 入学資格・定員・修行年限 

   概ね６０歳以上の方で、学ぶ意欲がある方ならどなたでも入学できます。峡南教室の定員 

は５０名です。２年間学びます。＊試験はありません。 

３ 学習内容・場所・学費 

    学習内容は、「地域を離れての講座」が６回、「ふれあい行事」（４回）、「地域主体の講座」 

   （１５回）の合計年２５回あり、南巨摩合同庁舎（富士川町鰍沢）を主会場とし、コラニー文 

化ホールや県立美術館・文学館等の会場で学習を行います。基本学習費として、１６,０００円 

が掛かります。また、原則全員加入の傷害保険料（８００円程度）は別途自己負担になります。 

４  出願期間 平成２７年2月2日（月）～3月6日（金）土日祝日を除いて午前9時～午後4時まで 

５ 願書受付 入学願書・募集要項は各町教育委員会・峡南教育事務所にあります。峡南教室希望者 

は、峡南教育事務所地域教育支援担当（南巨摩合同庁舎２階）までお問い合わせ下さ 

い。 TEL 0556-22-81５4  〒400-0601 富士川町鰍沢７７１－２  
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市川本町駅の東南、宝寿院の山門近くにある、元の保泉（ほずみ）公民館において、ＮＰＯ法人「み 

んなの広場・市川三郷」の活動が行われています。このみんなの広場では、「子どもを真ん中においた 

居場所づくり」をめざし、子どもから高齢者まで様々な世代が自由に交流できる 

よう駄菓子屋やカフェなど施設内を改装したり、楽しいイベントを開催したりし 

ています。また、子ども・高齢者・その家族に対して、きめ細かな子育て支援や 

高齢者支援をしています。「誰もが安心して生き生きと暮らせる地域づくり」こ 

れが、遠藤京子理事長はじめ多くの賛同会員の方々の願いであります。２０１１ 

年 2 月にＮＰＯ法人を設立して以降、会員は毎年増え、現在は１００名を超え 

ています。それでは、主な活動を紹介いたします。 

(1) 子育て支援（出張・集団託児、3 ヶ月未満の赤ちゃんの預かり、病気の時 

の買い物支援、けが等で通院・通学が困難な場合の手助け、平日の放課後 

に小中学生が自由に過ごせる場の提供、他） 

(2) 高齢者支援（話し相手・安否確認、買い物の付き添い、通院への付き添い、 

ちょっとした困りごとへの対応、他） 

(3) 世代間交流（子どもから高齢者まで一緒に楽しむための駄菓子屋やカフェ 

の設置、いきいきサロンの開催、よっちゃばれまつりの開催、食事会、歌声喫茶、他） 

(4) 会員養成講座の開催（高齢者の理解、高齢者疑似体験、救急法講習、ボランティアの心、傾聴、他） 

「地域の子どもは地域で育てよう」「地域の高齢者はみんなで見守ろう」「困ったときはお互い様の気

持ちで助け合い支え合おう」これらを合い言葉に活動を進めています。その際、心強い支えとして、町

や社会福祉協議会、地域の有志の方々から様々なサポ－トをいただいています。 

12 月 19 日（金）10時から、定例のいきいきサロンの活動として「クリスマス会」が開催されま 

した。青沼茂樹さん・赤池初子さんの名リードのもと、リース作りやおもしろクイズなどで楽しいひと 

ときを過ごしました。その後、全員でおいしい食事をいただきました。40 名近くの地域の方々が、毎 

月のいきいきサロンを楽しみに「みんなの広場」を訪れています。ある参加者が「ここに来るといやな 

ことも忘れられる、そして元気をもらって帰れる、いつも楽しみ」と笑顔で話してくれました。   

（ＮＰＯ法人「みんなの広場・市川三郷」０５５－２７２－８０５０、０９０－７７１５－２０２５） 

 

 

 

１２月１０日（水）、大塚小学校３年生以上の児童４２名が、市川三郷町大塚地 

区にある「大塚にんじんクラブ」所有の畑において、大塚にんじんの収穫作業を行 

いました。このにんじんは、６月に小学生が種まきをして、その後も草取りなどの 

世話をしながら育ててきたものです。９時から行われた収穫作業では、大塚にんじ 

んクラブの窪田正彦さんの指導を受けながら、細長くて折れやすいにんじんを、一 

本一本ていねいに引き抜いていきました。掘り棒やスコップでまわりの土を柔らか 

くしてから、まっすぐ真上に引き抜くのが折らないための秘訣だそうです。今年も 

豊作で、長くて太くて立派なものが多く穫れました。軽トラック山盛りのにんじん 

を見て、皆、収穫の喜びを感じているようでした。１３日 

（土）みたまの湯の駐車場において「大塚にんじん収穫祭」 

が盛大に開催されました。地元農家による販売コーナーと並 

んで、大塚小学校６年生もお店を出し、元気な声で大塚にん 

じんを販売していました。１７日（水）には、大塚保育所三 

珠保育所・高田保育所・ひまわり保育園・定林寺立正園の園 

児７７名が、大塚にんじん掘りに挑戦しました。自分の背丈 

くらいのにんじんを引き抜き大喜びする子あり、二股三股の 

にんじんを見て不思議そうに眺める子あり、思い思いににんじん掘りを楽しんで 

いるようでした。その日は風も強く寒かったのですが、みんなで力を合わせて最 

後まで頑張り、たくさんのにんじんを手にすることができました。 

地元特産「大塚にんじん」の収穫作業 大塚小学校・町内５保育所 

ＮＰＯ法人「みんなの広場・市川三郷」の充実した活動 
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富士川町立保育所では、毎年秋から冬にかけてデイサービス訪問を行っています。今回は、１２月２

２日（月）に行われた富士川町立第３保育所（望月美里所長）のデイサービス訪問を紹介します。年長

児１４名中１３名と、介護サービスを利用されている１２名の高齢者の方々との交流で、富士川町保健

福祉支援センターの２階にある通称「まほらの家」で実施しました。まほらの湯が開設してからなので、

２０年近く前から続いている交流会です。毎年、いくつかの施設をローテーションしながら行っている

そうです。実際に行った内容は、①「どどどん鬼太鼓」（鬼に扮した男児５名による勇ましい太鼓）②「レ 

ットイットゴー～ありのままで～」（ドレスをまとった女児 

８名による華麗な舞）でした。会場からは、手拍子・かけ 

声・歓声が上がり大盛況でした。鬼のスタイルから園服に、 

ドレス姿から園服に。すると、いつものかわいらしいお顔 

に大変身。いよいよ次は、ふれあい交流、③ムシムシじゃ 

んけんです。じゃんけんが終わるまで、見つめ合って握手 

タイム。園児は、はにかみながら両手でやさしく握手をか 

わします。「来年は増穂小学校１年生。すくすく育ってくだ 

さいね。」と声をかけられるシーンもありました。曲に合わ 

せて肩たたき、最後はおじいちゃん、おばあちゃんを抱き 

しめます。これが何とも素敵な光景でした。最後に首飾り 

のプレゼント。おじいちゃん、おばあちゃんは、サプライ 

ズに相好を崩していました。人を和ませる園児のもつパワ 

ーに、ただただ感心しました。１時間ほどの交流会でした 

が、心温まる終始笑顔の訪問となりました。 

峡南高校 第１７回 正月飾り・餅つき交流 
 １２月１７日（水）、峡南高校では年末行事として恒例になっ 

ている「正月飾りづくり・餅つき」を行いました。 

 正月飾りづくりは、平成８年から、餅つきは平成１０年から 

で、同時に行うようになってから１７回目になります。この目 

的は、峡南高校は生徒会と共に、長年にわたり地域との連携及 

び関係を強く結び、様々な行事やボランティア活動を通じて、 

生徒の「心の教育」を推進することです。また、その一環とし 

てこの年末行事は、地域のお年寄りと和やかに正月飾りの準備 

のお手伝いをしたり、餅つきを行ったり、つき上がった餅を一緒に食べたりしなが 

ら、楽しいひとときを過ごすことです。当日は、峡南高校峡香館にて、身延町三沢 

地区の高齢者、身延山高校生徒職員、峡南高校生徒職員、総勢百名を超える参加者 

で、盛大に執り行われました。開会に当たり、矢野博文校長は「みんなで和気藹々 

と楽しく正月飾りを作成してください」と挨拶されました。続いて佐野光生徒会長 

は「普段は地域の方々と交流する時間がなかなかありません。今日は、お餅を食べ 

ながら楽しくお話を聞かせてください」と挨拶しました。いよいよ正月飾りづくり 

です。講師の上田幸子様が懇切丁寧に作成方法を説明いたしました。皆さん、 

真剣な眼差しで作成に没頭し、完成品に満足している様子でした。次に、吹 

奏楽部・応援部のすばらしい発表があり、餅つきが行われました。皆さんの 

大きなかけ声と共に、臼と杵の心地よい音が部屋中に響き渡りました。餅が 

つき上がり、きな粉や蜜や餡にまぶせて出来上がりです。つきたての餅の美 

味しさに、ホッペが落ちそうになりました。 

 

矢野博文 校長 

上田幸子 様 




